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第１８回鳥栖市総合教育会議 議事録 

会 議 名 第１８回鳥栖市総合教育会議 

日 時 
令和５年５月３０日（火）  開会 午前 ９時００分 

               閉会 午前 １０時３０分 

会 場 市役所３階第３委員会室 

公 開 ・ 非 公 開 公開 

出 席 者 

構成員：向門市長、佐々木教育長、古澤教育委員、戸田教育委員、

森田教育委員、大石教育委員 

事務局：姉川教育部長 

佐藤教育総務課長 

城島教育総務課総務係長 

説明員：古賀学校教育課長 

    立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

    牛嶋生涯学習課長兼図書館長 

説明員：井手学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

    守田学校教育課教育指導係長兼指導主事 

    古賀学校教育課インクルーシブ教育推進係長 

傍 聴 ０人 

協 議 事 項 ◆鳥栖市の教育に対する考え方（教育理念）について 

発 言 者 内  容 

佐藤教育総務課長 

本日の進行を進めさせていただきます。ただいまから、第１８回

鳥栖市総合教育会議を開催いたします。本日の協議事項といたしま

しては「鳥栖市の教育に対する考え方（教育理念）について」とい

うことで、向門市長からご自身の教育に対する考え方についてお話

をいただいた後、教育委員の皆様とディスカッションをしていただ

きたいと思っております。よろしくお願いいたします。それでは、

以下の進行につきましては、主催者であります向門市長にお願いし

たいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

向門市長 

皆さんおはようございます。第１８回鳥栖市総合教育会議という

ことでございます。最近の出来事とか事情を踏まえたうえで、私の

感じていることをお話しさせていただければと思います。４、５日

前に、長野で殺人事件が起きていまして、最近特にそういった殺人

事件をすごく目にする機会というか報道が多くて、こんなに簡単に

人を殺めるような社会になったのかというのが、すごく心配なこと

の一つだと思っています。鳥栖市内でも殺人事件が起こっていて、

そのようなことに至ってしまったということを、現実として我々も

受け止めなくてはいけないだろうと思っています。その原因が何か
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ということは、色々な事情があるかと思いますけれども、そういう

状況になるということは、我々もしっかりと考えていかなければな

らないことだと思います。命の尊さ、生命の尊厳について、教育の

場としてそれをどう教育をしていくのか、当然学校現場だけではな

いと思いますので、それについて保護者に対してもどういった連携

を取っていくのか、それともう一つは、地域社会も一緒に子どもた

ちを育てていくような環境というものを作っていかなければならな

いと思います。大人もそうでしょうけど、コロナ禍でしばらく外出

することができない時期があって、そういったところから様々な問

題が発生しているのかなと思います。私見ですが、何となくそんな

ふうに感じているので、そういった子どもたちをもっと外に出ても

らうというようなことも、今後考えていかなければならないと思い

ます。あと、地域のつながりや保護者とのつながりをどうやって深

めていくかということも、学校現場だけじゃなくて考えていく必要

があると思っています。 

全く話は変わりますが、今月の土曜日に２週続けて、中学校の体

育大会にお邪魔させていただきました。そこで、ほとんどの子ども

たちがマスクを付けていたかなと思います。走っている子たちもマ

スクを付けていて、マスクを付けるか付けないということではなく

て、「マスクを外していいですよ」ということになっても、外して

いないということですよね。体育大会の様子しか見ていないですが、

学校現場でも皆さんマスクを外していないのではと思いまして、外

さなければならないというわけではないですけど、「もう外しても

いいですよ」というところで外していない状況はどうなのかなと、

ちょっと気になっています。やっぱり、皆がそうしているからそう

するということなのかなと思いました。その辺はどのような状況な

のかなということが一つありました。 

あと一つは、地域とのつながりを深める手段の一つであるスポー

ツですが、どうやって地域で子どもさんたちを受皿として受けいれ

るのかということがあります。それともう一つは、地域の伝統です

ね、地域で獅子舞を舞う、そういった文化、芸術の中にも、子ども

を引き寄せて、その地域社会の中で育てていくということに取り組

むべきではないかと思っています。特に鳥栖市は人口や世帯数も増

えていて、市外から転入してきた人が多いのではないかと思ってい

ます。その方々と、昔から市内に住んでいらっしゃる方々との融和

というか、そういったものをどうやっていくのかということも、鳥

栖市ならでは課題だと思います。 

佐々木教育長 市長にお伺いしたいのですが、私は今日本の世の中がすごく不安
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定というか、社会のあり方、家庭のあり方、それから学校のあり方

というものがすごく不安定で、子どもを取り巻く環境がすごく不安

定な状態になっていると思っています。それで子どもが進むべきと

ころが明確に定まってないっていうか、うまく子どもを育てること

ができていないような気がしています。例えば、地域では「まちづ

くり推進協議会」を立ち上げて、地域のつながりを大事にしようと

しているところがあります。それから家庭では、家庭教育を大事に

しようとしていますが、その親の働き方が変わってきていて、比較

的学校に教育を任せていて、家庭の力というものもどうなのかなと

思います。そういう意味で、学校の教育力、それから家庭の教育力、

地域の教育力というものが、弱まってきているのではないかと思っ

ています。そこを今後どう進めていくかというのも悩むところでは

あるのですが、市長はどのようにお考えですか。 

向門市長 

私は、それが一番根本的に難しいところだと思っています。社会

が変わっているスピードが早過ぎて、十年一昔という言葉がありま

すけど、もう一年が一昔で、十年前の事をそのまま今やろうとして

も全然当てはまらないこともあります。今はＡＩ時代が到来してお

り、それをどう操っていかなければならないのかというような時代

に入っていると思います。臨機応変というか、時代に即した教育を

やっていかないと追いついていかないという気がしていて、そこが

すごく心配でもあります。 

大石教育委員 

私は、保護者という視点からのお話をさせていただこうと思いま

す。佐賀県は、全国的にもＩＣＴ化がとても早くていいのですが、

それに併せて先生方もレベルを上げなければならないということ

で、大変ご苦労していると思います。それに伴って、市長がおっし

ゃったように、このスピード感あるこの時代の流れに沿って、先生

方がどれだけ追いついていけるのかというところも、大変大きな問

題なっているのかなと思っています。そこら辺は今後しっかり考え

ながらやっていかなければならないという感じはしています。 

教育長のお話にもあったとおり、家庭教育もしっかり今後考えて

いかなければならないというところは、私も全く同意で、一保護者

として、子どもにどう向き合いながらやっていくのかというところ

も、各家庭でやり方がそれぞれあるとは思いますが、私はたまたま

ＰＴＡの役員をさせていただいているので、皆で団結して情報共有

しながら、先生たちに寄り添いつつも、やっぱり自分の家庭を自分

で身をもって、そこで分からないことがあれば相談できるような場

をもっと増やしていければいいのかなと考えています。特に家庭教

育については、時代とともに多分変わっていくものだとは私自身は
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思っていまして、昔はこうだったからこのとおりにしなさいという

わけにいかないと思います。向門市長の考えとして、家庭教育はど

うあるべきなのか、どうあって欲しいのかというご見解をお聞かせ

いただけるとありがたいと思います。 

向門市長 

私は子どもには自分の価値観があって、自分で一生懸命成長しよ

うと自立しようとしているので、私もすごく反省したのですが、親

の価値観で「こうあるべき」「こうしなければならない」というの

を押しつけるべきではないと思います。私自身も子どもの反発を叱

りつけるというやり取りをしている中で気が付いたことは、子ども

は自分の人生を歩もうとしている、それを親としてはしっかりと認

めてあげて、そうするために子どもに寄り添って、子どもの目標に

向かってどう親が後押しできるのかということを考えなければなら

ないということです。おこがましく子どもを教育するということで

はなくて、子どもが成長していこうとしていることに対して、親が

手助けをしてあげて「あとは自分の人生だから、自分で歩んでいき

なさい」ということが大事だと思います。それが正しいかどうかは

分かりませんが、親の価値観を押しつけるような教育の時代ではな

くなっていると思います。それこそ情報があふれている時代で、ス

マートフォンを利用して、大人の知識以上の事を調べることができ

るので、あえて教えなくてもいいと思っていまして、それよりも保

護者と子どもがしっかりと信頼関係を築いている家庭であるという

ことが大事なのかなと思います。 

大石教育委員 

全くおっしゃるとおりかなと思いました。多様性を大事にする時

代になっていますので、様々な方の発言を受入れながら、できるこ

とは対応していくというスタンスになってきていると思います。 

個人的な話で大変恐縮ですが、でもやはり日本の文化的なものが

鳥栖市にも根強くあるのかなと感じます。特に女性に対してですが、

学生でお化粧していると「学生はお化粧していけない」と周りから

言われる。しかし社会人になると急に周りから「お化粧しないとい

けないよ」と言われるとかですね。またお子さんを出産したら、お

母さんになるわけですけど、初めてのお子さんが１歳でしたら、当

然お母さん年齢も１歳なのですが、周りがそういうふうに見てくれ

ないという状況がいまだに根強くあります。そういったところを皆

さんに理解を深めてもらうというのは、鳥栖市だけの問題じゃない

と思いますが、そういうところで人知れず悩んでいるお母様方も結

構いらっしゃるという印象があります。その点についてはどういう

お考えでしょうか。 

向門市長 初めて子どもを育てるわけで、そういった方々の悩みは当然ある
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と思います。昔は近くに同居している親やその方の母親がいて、あ

るいは祖母がいたので、色々な悩み事を相談できていたかもしれま

せん。しかし今はそれができなくなっていて、夫婦でいらっしゃっ

たら２人で子育てをしなければならない。男性が仕事で家にいない

ときには、やっぱり女性が１人で悩まざるを得ない。多分そういう

情報が少ないところを、いかにして気軽に相談できるような環境に

するのかというところをやらなければならないと思います。私は、

スマートフォンのＳＮＳを使って、そういう悩み相談をいつでも受

入れられるような体制を作っていかなければならないと思います。

こちらから一方的に情報発信するＳＮＳではなくて、特に子育てと

かで悩んでいる方の相談に乗れるようなＳＮＳを構築できたらいい

と思っています。 

大石教育委員 

もう１点だけよろしいでしょうか。市長が先ほどスポーツについ

ても少し触れたと思いますが、今後の鳥栖市のスポーツに対しては

どのようなお考えでしょうか。 

向門市長 

私は小学生から高校生まで野球をしてきて、今でも時間あったら

野球とか色々なスポーツ観戦をしています。基本的にスポーツが好

きです。スポーツでの感動とかもありますが、私はスポーツの経験

が、自分をすごく成長させてくれたという思いがあります。野球を

する中で「挨拶をきちんとしなさい」「道具を大切にしよう」「相

手の気持ちもしっかり考えながらやりましょう」ということを学ん

だという思いがあります。仲間で同じ勝つという目標のために努力

して、試合で負けたら皆で泣く。それでまた友情を深めて、また次

の目標に向かって努力をしていく。それが卒業した今でも先輩から

後輩までずっとつながっていますし、鳥栖高校だけかどうかは分か

りませんが、世代を超えて野球部でつながっているというような人

生を私は送ってきました。空手や柔道、他のスポーツでも同じだと

思います。スポーツは自分を成長させてくれる場でもあり、仲間を

作れる場でもあるので、ぜひそういう機会を皆さんに活かしていた

だきたいという思いが強くあります。プロ野球選手になりたいとか、

プロサッカー選手になりたいとか、そういう夢を追いかけることも

素晴らしいことだと思いますけれども、それぞれにその過程の中で

色々な人生経験が積める場所なので、ぜひスポーツを通して人生を

楽しんで欲しいという思いが強いです。 

大石教育委員 

ありがとうございました。大変うれしいご答弁いただいたなと思

いました。保護者としても、今子どもたちが置かれている現状とい

うものが厳しくて、種目によっては部活動がない校区もあったりも

しますし、野球部は１人も入部できませんというところもあります。
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これから地域にもご協力いただきながら、部活動そのものが変わっ

ていくとは思いますが、本当に市長がおっしゃったように、子ども

たちがスポーツを通して得るものは大変大きいと思っていまして、

そうなってくると行政側の協力も必要となる場面が絶対出てきます

ので、その時にぜひとも前向きにご検討いただけるとありがたいな

と思いました。 

森田教育委員 

中学校の部活動は、社会体育に移行しようとしている中ですので、

会場の確保とか、中学校の先生方の指導方法をどうしたらいいのか

とか色々と悩みが多いです。陸上競技場を例えば週２回、午前中だ

けでも、小学校中学校全部が使えるような方向になればいいなとか。

あるいは、野球であれば一つの学校じゃなくて、皆で練習できる日

が例えば月に１回でもいいのであればいいなとか。指導していただ

ける知識豊富な方々がいらっしゃって、少しずつそれをやれるよう

な方向に市の行政関係の方々にもご協力いただいて、やっていけた

らいいなと思ったりしています。一番皆さんが心配しているのは、

やっぱり会場の問題ですね。どうしても学校の体育館やグランドを

どうしたら使えるのかとか、一般の方々は知らないということもあ

ります。あと、指導者を確保するところもかなり厳しくて、そうい

ったところの情報を各種目の団体は持ってらっしゃると思うので、

そういったところの情報を共有していけたらいいなと思います。中

学校だけじゃなく小学校も高校も一緒にスポーツできるような感じ

になっていけたら、鳥栖市のスポーツはもっと伸びていくのではな

いかなと思います。私の意見ですけど、市長はいかがでしょうか。 

向門市長 

中学校の部活動の地域移行ですが、先ほど言われたように指導者

をどうするかというのと、もう一つは場所をどうするのかという問

題があります。行政としても、社会体育として受皿がどうできるの

かというのを考えています。要は、野球とかは意外と受皿があると

思いますが、種目によっては子どもに教えることができる先生方が

いない。平日は学校の先生が教えて、土日だけ違う先生が教えると

いうやり方もどうなのかなと個人的には思っていますが、例えばバ

レーボールは鳥栖中学校の体育館に集まるとか、バスケットボール

は田代中学校の体育館に集まるとか、そういったことを教育委員会

や現場の先生とどうあるべきか協議をしていかなければならないと

思っています。種目によって対応は変わってくるのかなという感覚

はあります。野球とか人気スポーツは合同でできることもあるでし

ょうし、チームの存続自体ができなくなってきている競技もあるの

で、その辺も含めてしっかりとコミュニケーションを図って、来た

るべきに向けてやらなければならないと思います。 



7 

 

佐々木教育長 

今の部活動の地域移行は、とても課題がある問題です。私は４０

年近くバレーボールを教えてきました。先ほど市長が言われたよう

に、私はチームとして弱くても自分たちで考えてやっていくという

良さも感じています。勝利至上主義で練習しているチームを見なが

ら、それじゃ子どもは育たないのではないかと思う面もあったりし

ています。ただし、やっぱり頂点を極めていくっていうようなスポ

ーツも必要だと思います。部活動がどちらの面も持ってやっていく

っていうのは難しいという思いもあります。やはりチームワークを

高めていく、それから自分なりの課題を解決していくような、今ま

での学校教育の中の一環としてやっていく部活動と、それから選手

として育てていく部活動と、ある程度目的をしっかり分けて、その

環境というか体制を作っていかないといけないのかなと思っていま

す。まだ具体的な案はないですが、それを子どもたちの中で、きち

んと選択できる環境をこれから作っていかないといけないのかなと

思っています。 

それから、これは私の私見ですけれども、様々な競技があって、

子どもたちにその競技の場を与えてあげるということはとてもいい

ことだとは思います。ただ、例えば佐賀県内でも、山奥の学校では

部活動の種目が剣道と何かというような学校もあります。それから、

福岡県のある島の学校では、部活動の種目はバレーボールと卓球し

かないというころもあります。でもその学校のバレーボール部は、

県の選抜にも入るぐらいのチームになっています。子どもの環境は、

どれだけでも与えてあげれば、それはそれで素晴らしいことかと思

いますが、今ある環境でそれを選択してやっていくということも必

要なのかなと思います。全ての子どもたちが満足できるような環境

を提供するということは無理なわけで、今ある環境の中で子どもた

ちが何を選択するかということも、ある意味必要な部分かなと思っ

ています。答えが出ているわけではありません。そこで私も悩んで

います。 

向門市長 

私からちょっと聞きたいことがあります。教員の働き方改革の一

つで、部活動を土日は切り離して地域移行するお話ですけど、実際

先生方は、そういったことについて、今どんな思いなのでしょうか。

土日でもやっぱり子どもたちと部活動をやりたいという先生がいら

っしゃるのか、その辺はどんな感じでしょうか。 

守田学校教育課教

育指導係長兼指導

主事 

そのことについて、アンケートを取りまして、その結果７割程度

は移行したいという回答でした。 

佐々木教育長 ただ何割かの先生は、もっと部活動に力を入れたいと思っていら
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っしゃいます。その手だてとして、兼業としてやっていくというこ

とも、今後は国も考えていくのかなと思います。 

ただ、例えば土日を地域に任せるとなったときのことですが、実

は私も中学校のバレーボールの部活動で、土日の指導をしてくれな

いかと依頼を受けたことがありました。私は教員をしていたので、

顧問の先生のやり方を尊重して、その考えのもとに土日も指導する

というところは行うつもりではありました。しかし子どもたちにと

っては、自分の考えで顧問の先生の考え方についていこうとか、そ

ういったことがありますので、その辺の難しさがあって、悩んだ末

に断りました。ですから、平日は学校の先生で、土日は地域の指導

者となったときに、その指導の部分で子どもたちの中でそこの棲み

分けがきちんとできるのかなと、私はちょっと疑問に不安に思って

います。 

向門市長 

土日の指導者と平日の先生の考え方が違ったときに、子どもたち

はどっちを優先するのかということがあると思うので、どっちかが

遠慮して教えようとすると、またそこでぎくしゃくしてしまうと思

います。 

森田教育委員 

平日は学校で練習するので先生方の指導方法だと思いますけど、

土日に関しては強制ではないので、私は土日の練習に参加したいと

いう子どもさんだけが参加するものだと考えています。自分自身も

合宿があったときには、私は陸上でしたが、高跳びのコーチや短距

離のコーチから教えてもらって、そこでしっかり練習をしてから帰

宅する。そして平日は、学校で顧問の先生から教えてもらって練習

するということをしていました。土日はチームとして練習するとい

う考え方を少し減らして、技術面を習得するために練習するという

考え方に切替えたらできなくはないと思います。 

佐々木教育長 

森田教育委員の言われる棲み分けですね。私も指導者が自分の立

ち位置を明確に持っていれば、そういう形はできるかなと思います。

実際に私がバレーボールの指導していたときにも、中学生や高校生

がそれぞれ色々な学校から練習をしに来ていました。そのときは、

平日の部活動ではチームとして練習をして、私のところでは個人の

技をいかに高めるかというところとかを練習していました。私は「こ

の場で力をつけて、学校でのチームに貢献すればいいよ」というこ

とを伝えていました。そこの棲み分けがきちんとできるのであれば、

そういうやり方は効果的だと思います。 

向門市長 
これは大きな問題でありますので、これから試行錯誤しながらき

ちんと協議して深めていきたいと思います。 

佐々木教育長 冒頭でお話したことにつながることで、学校と家庭と地域で、私
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はそれぞれに役割があると思っていますが、その役割が今重なりつ

つあるのではないかと思います。家庭の役割であることを学校でや

らなければならなかったりとか、それから地域や行政であったりす

る部分が結構多いのかなと思います。家庭での役割のよさとかもあ

りますし、学校でのよさ、地域でのよさというものがあるかと思い

ます。けれども、それぞれのよさが今なくなってきて、役割分担が

できていないような気がします。これは、これからの政策とかにも

関わってくることかと思います。例えば、昔でいえば中学校に給食

がない時代に、弁当を作る負担が保護者にあるということでもちろ

んそれはありますが、だけど子どもに自分の思いを伝える一つの場

として弁当ってすごく意味があったかと思います。しかし、給食と

いう便利なほうに移行しようということがあったりします。また、

昔は地域の人たちが見守っていた中で、子どもたちが学校から帰っ

たら地域で遊べるような安全な場があったわけですけれど、それが

今は低学年を中心に放課後児童クラブであったりとか、そのような

ところに通うようになって、そこで行政側であったりとか、そのよ

うなところに任せて子どもを見てもらうということに変わっていま

す。地域の人が子どもたちと関わろうにも、なかなか関わる場とい

うのはなくて、登下校の見守りとボランティアで学校に行くときだ

けになっていると思います。それで地域の人たちも子どもたちのこ

とをあまり知らない、子どもたちも地域の人を知らないということ

になっています。本来ならば、地域の役割、家庭の役割、学校の役

割があったところが、だんだんそれがどこの役割か分からなくなっ

てきていて、ちょっと言い方が悪いかもしれないですけれども、色々

なものが学校側に来ているようなそんな印象を受けますが、市長の

そこら辺のお考えはいかがでしょうか。 

向門市長 

そういった意味からすると、私は社会が変わったというふうに思

います。私たちの親の時代は、父親は外で働いて、母親はどちらか

というと家庭にいたので、大体学校から帰ってきたら母親と色々な

話をしていた環境があったと思います。それが父親だけの給料では

なかなか厳しい生活なるということで、どうしても母親も働かざる

を得ない時代になっている。また母親も男女共同参画という時代な

ので、外で仕事をしたいという方々が増えた。そういう社会の中で、

どうしても弁当を作る時間とか、子どもと接する時間が少なくなっ

てきているのかなと思います。それはそれで、社会が変わってきて

いるので、女性の方が社会に出て仕事をして、そういったことを行

政やあるいは政治がきちんと見ていくというのは、世の中の流れと

しては、すごく普通のことだと私は思っています。時代が変わって
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きているので、その変化についていかなければならないと思います。

放課後児童クラブにしても、保育園にしてもそうですけど、女性が

社会進出をして、女性も社会の色々な場で活躍していただかなけれ

ばならないので、そのようなところでしっかりと子どもを預かる場

を行政として確保することは、先ほど申し上げたように、社会の流

れとして必要なことなので、それはそれとしてきちんと責任を持っ

てやっていかなければならないと思います。 

もう一つは、子どもたちの生活も変化しています。私たちの時代

は土曜日が半日授業で帰っていました。平日は大体３時か３時半ぐ

らいに授業が終わって下校して、家に帰ったら宿題をして、大体親

から宿題が終わったら遊んでいいよと言われていたので、それから

外に遊びに行って、夕方の５時か６時ぐらいに帰ってくるような生

活でした。しかし、今は土曜日の授業がなくなって、その分が平日

の授業に振り替わっているので、大体子どもは夕方の４時半から５

時ぐらいに帰ってきて、それから習い事があって、例えば少年野球

であれば７時か８時くらいに帰ってきて、それでそれから宿題をし

て、夕飯を食べて、お風呂入ってという生活なので、子どもたちも

すごく時間的に余裕がなくなっているのかなと感じます。土日もそ

ういった習い事をするのであれば、一日野球をして帰ってくるよう

な生活を送っていて、子どもたちも時間に追われてる気がするし、

また保護者も時間に追われているような気がしていています。多分

学校現場からすると、家庭で宿題があまりできていないのを、結局

学校に全部押し付けられているということもあると思います。ただ

世の中が世知辛いというか、時間的に余裕がないそういう社会にな

ってしまったということだと思います。その根本を変えないと、子

どもが置かれている環境、保護者が置かれている環境というのは変

わらないと思います。もっと言えば、先ほど家庭教育の力と話があ

りましたが、保護者の親としての覚悟というか、何かそういうもの

が薄らいできている気がします。ＰＴＡ活動でも関わりたくないと

思っている。そうじゃなくて、親としてやらなければならないこと

を、親としてやらなければならないということはあると思います。 

古澤教育委員 

家庭教育の話になっておりますが、これが言われるようになった

のは２０、３０年ぐらい前からかなと認識しています。私が久留米

市役所の青少年育成課で勤務していた頃に、家庭の教育力という言

葉が使われるようになったと思います。３０年ぐらい前というと、

「不登校」とは言わずに「学校不適応児童」と国が表現をするよう

な時代でして、そういう中で悩んでおられるお母様方がいるという

ことを、市民も認知できていないような時代でありました。だから、
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子どもがいきなり学校に行かなくなったのを、保護者の方はどう対

応していいか分からずにいたので、久留米市役所では月に１回の相

談窓口を設けて、お母さん方の悩みを我々スタッフが夜１１時、１

２時までしっかり聞くということを、年間を通してやったりしてお

りました。その辺ぐらいから、大きなイベントを年間通して、青少

年育成課だけでも５、６回開催していました。それは単発的なこと

なので、市長が先ほどの話の中でおっしゃいましたように「子ども

がやりたいことを応援する」というつながりも非常に大事なんだろ

うと思いました。家庭の教育力はどのようにしたら上がるのかとい

うことは、非常に抽象的でなかなか伝わりにくいし、誰でも自分事

として捉えにくい部分があると思います。私が課長しているときに

は、全国の会合に行きますので、その地域の中でどういう悩みを保

護者が抱えているのかを聞いて、直に伝わってくるそういう思いを、

どのような形で社会に伝わるようにしていかなければならないのか

ということを課題として持っておりました。 

一つの例を挙げますと、学校、地域、家庭の役割の中で、どうし

ても苦情を言われる保護者の方が増えてきた関係もあって、何でも

学校に求めすぎるということを地域の中でも聞こえてくることがあ

りました。ある会合で、自転車通学している生徒の保護者から「学

校できちんと自転車点検してもらえるのでしょうか。うちの子は、

自転車の電球がつかないと言っていましたけど。」という発言があ

りました。そしたら、それに参加していたおじいさんが「それは親

がきちんと責任を持って子どもの自転車点検をしないといけないだ

ろ。」という感じで言われたんですね。その会合では「そこは家庭

のしつけですよ」といった部分に言及することで、それは納得して

もらえたかなというように思っています。 

それと市長の発言の中でも、鳥栖市は市外からの居住者が結構い

らっしゃるということでした。久留米市も市外からの居住者が非常

に多いんですよね。青少年育成課の後に、私は子ども未来部の次長

をしておりました。そこの事業で「赤ちゃん教室」を行っていまし

て、その教室に来ていた保護者から「自分は周りに親族や頼れる人

がいないけど、ここに来ると友達もできるし、スタッフの方に悩ん

でいることを聞いてもらえるので、非常にありがたいです。」とい

う話を直に聞いていました。市長の話の中でもあったように、市外

から居住してきた方へ響く施策をどういうふうに実施していくか、

これは担当課と連携を図りながらになるでしょうけど、そういう小

さい子どもさんの育ちが、学校の授業の在り方とかという部分にも

また影響してくるのかなと思っていますので、それぞれの担当課と
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の連携というのは非常に大事ではないかなというように感じたとこ

ろです。 

大石教育委員 

先ほど教育長から、学校と家庭と地域の棲み分けがちょっと曖昧

になってきているという話がありましたが、それはもう皆さんご存

じのとおり、時代背景とともに色々な状況が変わってくるので、市

長もおっしゃっていたとおり、収入面の問題もあるでしょうし、今

は共働きをしているので、ただ金銭的な問題だけでも時間的制約は

なかなか厳しい状況にあるのかなというように感じています。家庭

で言えば、自治会、こどもクラブ、ＰＴＡも含めてやる余裕がない

方がとても増えてきたというのは、やってくださいと言えるもので

もありませんので、もうこれもうしょうがないのかなと正直思って

いるところがあります。 

例えば、学校にあれこれ問題を言われる保護者がいて、その対応

に追われるという学校もあれば、家庭では本当に仕事が忙しくて火

の車で、なかなか子どもをゆっくり見る時間もないのにそんなこと

まで言われても困るという家庭もあれば、地域はこんなに地域のこ

とをしているのに誰も何も言ってくれないという地域もあったりし

ます。登下校を見守ってくださっている方々に対しても、例えば保

護者が「ありがとう」と言わないという場合もあったりします。地

域とのつながりが崩れかけているというこの状況が、本当にゆゆし

き事態なんだろうなというように思っていまして、当然そういう部

分で家庭教育というところで、地域の方に対しても親から率先して

「ありがとう」と言えば、子どもも自然と「ありがとう」と言える

ようになると思います。そういったところも、積極的にやっていき

たいのですが、なかなか解決策を見出すことも難しくて、教育委員

会等の行政も含めて、そういう地域の努力義務という形で地域にご

協力いただいていることもたくさんあると思うので、そこら辺も地

域に丸投げした状態ではなく、鳥栖市全体として「ありがとう」と

いう感謝の気持ちを押し出していきながら、やっていただけると

色々なところがまた見えてくるという気がしています。 

戸田教育委員 

私も今までずっと話出ておりました地域と学校との役割関係につ

いて、市長のお考えを聞ければなと思っております。二つありまし

て、一つは教育の持続可能性にとっての地域の果たす役割、もう一

つがその逆で地域の持続可能性にとっての教育の果たす役割につい

てお尋ねしたいです。 

一つ目については、先ほどの部活動の話もそうですけれども、そ

の先生方は働き方改革が必要なほど大変お仕事でご苦労なさってい

て、それで成り手も少なくなっているということが様々なところで
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報道されています。その中で、地域、行政、家庭がどういった役割

が果たせるのか、先ほどの部活動の地域移行というのは、そのうち

の一つだと思いますが、それ以外でも、先生方のご負担を減らすた

めに、地域の理解、家庭の理解みたいなところを広めて、もっとで

きることがあるのではないだろうかという市長のお考えを聞かせて

いただければと思います。 

二つ目は、何でも学校にというのは大変だと言いながらも、やは

り地域のために学校や教育が果たす役割は、非常に大きなものがあ

ると思います。先ほど鳥栖市は市外からの居住者が多いという話が

ありましたけれども、新しく転入した方にとっては、最初に地域と

関わる接点は恐らく教育だと思います。その中で、どのような形で

その地域に入ってもらうのか、横の関係を作っていただくかといっ

たところで、学校だけではないと思いますが、教育の果たす役割と

いうのは大きいと思います。 

それから、鳥栖市では全中学校区で「コミュニティ・スクール」

という形で、地域、家庭、学校が連携して教育のために取り組む仕

組みを作っています。地域的な範囲が中学校区ということで、市が

取り組んでいるまちづくりの単位と重なっていることから、「コミ

ュニティ・スクール」に関わっていらっしゃる方々は、地域のまち

づくりの取組でも関わっていらっしゃる方々と重複するところもあ

ります。その重複するところを上手に活かしながら、地域にとって

の教育の果たす役割をもっと上手にできるのではないかと思ってお

ります。その辺りのお考えを聞ければなと思っています。 

それからもう一つは、次世代の地域をよりよいものにするために、

その地域を担っていく子どもたちをどう育てるのかという意味で、

教育の果たす役割というのはあると思います。その辺りの市長の考

えをお聞かせいただければと思っております。 

向門市長 

まず持続的な先生方の働きやすい環境ということに関しては、先

ほどお話したように、私たちの時代には、平日は３時か３時半に授

業が終わっていましたので、恐らくその後に翌日の授業の準備をし

ていたと思います。今は、恐らく４時半ぐらいに授業が終わって、

翌日の準備で、多分７時か８時ぐらいまで学校に残っていらっしゃ

ると思います。そして、朝は児童生徒が来る前の７時半ぐらいから

学校にいらっしゃると思います。また、保護者からの色々な要望等

もあると思うので、その対応もしなければならない。ましてや中学

校の先生は、土日も部活動の指導をしている。そういった環境であ

ることから、なかなか先生の成り手が少ないだろうと思います。国

の制度上の問題だと思いますが、授業時間を減らすとか、その一環
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で部活動は土日を切り離しましょうというのがあると思いますし、

平日の授業時間の在り方など、そういったのも考えていかなければ

ならないと思います。それでやはり、最初先生たちは子どもが好き

で先生になった方たちばっかりだと思いますが、だんだん業務が負

担になってきて、私が聞くところによると、中学小学校でも心の悩

みが生じて休まざるを得なくなった先生も増えていると聞いている

ので、その環境を見直して整えていくことが必要だと思います。 

また、私は保護者との関わり方も見直さなければならいと思って

います。よく「モンスターペアレント」という言葉が出てきますけ

れども、そういった保護者が増えてきたことで、その対応に学校の

先生がすごく追われていて、それに対する精神的な苦痛もあって、

学校の先生の成り手が少なくなってきているのではないかと思いま

す。私は県議会議員もしていたので、県教育委員会の職員と教職員

の採用の話をすると、やはり先生の成り手が少なくなっているのと、

もう一つ昔は倍率が５～７倍と高くて、その中で先生を選べたとい

うことですけれども、今は倍率が低いので、どうしても先生を選べ

ないというような話もしていました。そこで、今後やっていかなけ

ればならないのは、保護者との関わり方を考えていく必要があると

思っています。 

もう一つ、地域の教育力に関して言えば、私がお世話になった方

から「地域３世代構想」という話があって、その方は、本来は子ど

もがいて親がいて祖父母がいてというように、家の中で３世代がう

まく家庭として機能していたのが、現在は核家族で子どもと親しか

いない家庭が増えてきたので、そこを地域で子どもたちを見ていく

ような環境を作っていかなければならないという提唱をされていま

した。そういった中で、伝統的な地域の行事に、お子さん、親子さ

ん、高齢者、地域の方にも出ていただくような場を作っていくとい

うことが必要だと思います。私は若葉地区ですけれども、まちづく

り推進センターに「まちづくり推進協議会」があって、その中で一

生懸命子どもたちと関われるような取組をしています。例えば、子

どもたちと餅つき大会をしたり、グラウンドゴルフ大会をしたりと

か、地域に関われる場所を作っています。そこで上手く連携をとれ

るように、もっと後押しをしてやるのか、まずは小学校区で地域３

世代ができるようになれば、おのずと中学校区でもできると思うの

で、そこを上手く連携が図れるように、行政が後押しをしていかな

ければならないと思います。しかし、地域の自主性をどう育ててい

くかというか、芽生えさせるかということが大事だと思います。 

大石教育委員 「まちづくり推進協議会」「コミュニティ・スクール」「学校運
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営協議会」の構成員は、大体同じ顔ぶれになっています。それだけ

地域に根づいた方々が、積極的にご参加いただいているということ

だと思います。市長がおっしゃったとおり、各まちづくり推進協議

会の行事に子どもたちを参加してもらう取組、コミュニティ・スク

ールに地域の方に参加していただく取組など色々な動きをしていま

す。特に子どもたちに伝統文化も含めて地域のことを知ってもらっ

て、鳥栖市を故郷として思ってもらいたいという考えのもと活動し

ています。しかし、なかなか親が出てこないと子どもは出ないです。

どうしても親が笑わないと子ども笑わないです。なかなかそういっ

たところも難しいので、各地域は本当に苦労しているなと本当に感

じていて、市長も先ほどおっしゃっていましたけど、そういったと

ころは支援というか、後押しをしていただけるのであればぜひお願

いをしたいなと思います。 

古澤教育委員 

少し話がそれるかもしれませんけれども、教科「日本語」を実施

していますよね。この教科「日本語」は、全国に誇れる授業の一つ

だと思っております。それと同じように、例えば、子育てなどで上

手に鳥栖市らしさを発揮できるような施策を関係の所管と連携をし

て、これから実施していくことも大事だと思っています。何故こう

いうことを申し上げるかというと、それこそ子育て世代に人気の高

い流山市や明石市では、そういう子育て支援の施策をたくさん実施

している事例があるからです。明石市では「こどもを核としたまち

づくり」ということで施策を進めています。それと流山市は、人口

増加率が全国１位と、子育てしやすい街ということで、外から転入

してきています。だから、そういう魅力のある子育て施策、子ども

の学習の保障をセットで施策として出せないかなというように、個

人的には以前から思っておりました。どういう施策がこれに見合う

かというのは検討しなければなりませんが、何か知恵を絞って探っ

ていったらどうかと思います。 

向門市長 

財政的な問題もありますので、そういうところをしっかりと検討

させていただいて、いずれにしても若い世代の人たちが集まってく

れるような鳥栖市にしたいと思っていますので、そういったことに

は取り組ませていただきたいと思います。 

佐々木教育長 

教科「日本語」について、一言よろしいでしょうか。学校の一番

の目的は、子どもたちにどういう力を付けるかということだと思い

ます。子どもたちに付けたい力ということで、この教科「日本語」

は、「子どもたちが自ら自分たちのまち、自分たちの文化というも

のについてしっかり見つめて、その課題を自分たちで解決していく、

その考えを深めていく」という目的で取り入れています。そのとき
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に、鳥栖市の子どもたちに、日本や佐賀県、鳥栖市の文化、伝統行

事も含めて、しっかりとそれらを身に付けていただいて、鳥栖市は

素敵なところだなと言って欲しいと思っています。本来総合的な学

習の時間というのは、子どもたちが「自ら学ぶ力」「これから必要

な力」を身に付けるための教科ですが、その総合をさらに進化させ

たものということで、この教科「日本語」でやっていきたいと思っ

ています。そういう意味で、学校で子どもたちが本当に学ばなけれ

ばいけない地域のことや人との関わり方をここで学んで、自分たち

のまちを好きになって、そこからまちに働きかけていくということ

も含めてやっていくことが、地域のためになっていくのではないか

と思います。この教育の質を上げて、教科「日本語」を中心にとい

う言い方は余りにも大げさかも分かりませんが、それを進めること

によって、鳥栖市をより持続可能なものあるいは魅力あるものにし

ていければと思っています。 

古澤教育委員 

先ほど、市長から保護者との関わり方の見直しも必要ではないか

というご発言がございました。保護者は、それこそ子どもの対応と

かご自身のことで分からないということも結構多いかと思います。

その悩みを誰に相談したらいいかも分からないと思います。相談で

きる方が地域にいらっしゃればいいのですが、警察には敷居が高く

て相談できない。だから、保護者の方も気軽に相談できる体制づく

りというのも、これからは必要ではないかなと思います。地域で講

演会や色々な活動をしても、本当に聞いていただきたい保護者には

意外とその場に足を運んでいただけなかったりします。だけど、子

どものことやご自身のことで、どう対応したらいいか分からなくて、

ぎりぎりの精神状態になったときに、相談できる窓口が市役所にも

あれば随分と違うと思います。だから警察署だけではなくて、市役

所にも格好いいネーミングで相談窓口を開設できればいいなと個人

的には思います。 

向門市長 

僕から一つだけ質問してもよろしいでしょうか。コロナ禍を経て

不登校が最近増えてきたという印象があります。不登校の子が学校

に戻ることができれば一番いいのですが、そうでもない子どもたち

も増えているような気がしています。その中で、フリースクールの

話も少し話題として聞いたりしますが、その辺については、教育委

員会として不登校対策についてどうお考えかを聞かせていただいて

よろしいでしょうか。 

佐々木教育長 

不登校が多くなってきている問題は、社会性やコミュニケーショ

ンがなかなかとれない子どもの問題であったり、それから様々な課

題はあると思います。現状では、不登校になって学校に戻すことが
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第一の目的とならずに、それぞれの子どもに応じた対応していかな

ければならないと思っています。現在の不登校の子どもたちへの対

応については、フリースクールや教育支援センター「みらい」で対

応していきたいと思っています。しかし、そもそも子どもが不登校

になる要因となるようなものを、例えば自己肯定感を高めてあげる

かというようなことも大切だと思っています。小学生になると周り

と比較できるようになってきて、その中で自分はどういう位置なの

か自分で判断できるようになります。その中でも、自分は自分とし

てのすごく価値のある存在であるという肯定感をしっかりと高めて

あげることが、学校の中で必要だと思っています。それから、学校

の中で、コミュニケーションを図って元気を出してもうらとか、周

りとの人間関係づくりということも行う必要があると思います。

様々な方法があるかと思いますが、子どもの状態を見ながら励まし

てあげたり、それから背中を押してあげたりというようなのを、教

員の側はしっかりと子どもを見てやっていかなければならないと思

います。具体的な解決はなかなか難しいかも分かりませんけれども、

学校で取り組んでいかなければならないと思っています。 

古澤教育委員 

決して周りの人と比べる必要はないということを教える必要があ

ると思っております。それとどんな小さなことでもいいので、ちょ

っとした成功体験を数多く積ませることも大事だと思っています。

これは家庭の中でも、例えばお手伝いができたら、しっかりと褒め

るといったことも大事だということを、保護者にも伝える必要があ

るでしょうし、学校でも上手に片づけができたときには、しっかり

と褒めるといったことを繰り返していくと、少しずつ自分に自信が

持てるようになるのではないかと思っております。特に不登校にな

られた方の背中の押し方というのは非常にデリケートで難しい部分

があるので、そこら辺を重ねて自分で大分エネルギーが付いたと感

じてもらえるようなやり方ができればいいと思います。 

大石教育委員 

不登校の件ですが、先日、各校区で学校側から配信する「マチコ

ミメール」でその内容が配信されていますので、少しだけ読ませて

ください。タイトルが「不登校や学校へ行き渋るお子様のことでお

悩みの保護者様へ」ということで、「鳥栖市が提供する不登校児童

生徒やその保護者への支援についてまとめたものを添付いたしま

す」という大変きれいにまとめてある資料でした。「これはうちの

子は学校に行きたくないと言い出した、既に不登校になって家から

出ようとしない。子どものために何ができるのだろう。どこに相談

したらいいのだろう。こんな悩みや不安を抱えている保護者の方々

に向けたものです。不登校になることは決してお子さんの努力不足
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や、家庭のしつけ不足といった自己責任の問題ではありません。お

子様が学校に行かないことで悩まれていることも多いと思います

が、学校に無理やり戻そうとするのではなく、お子さんが安心して

自信を持って過ごせる環境や、経験を少しずつ増やしていくことが

大切です。焦らずに今できることを探していきましょう。不登校の

子どもたちやその保護者の皆様がこれからの見通しを立てていくた

めに、鳥栖市が行っている登校児童生徒への支援について簡単であ

りますがまとめてみました。」ということでチラシを配布していた

だいています。大変良いものを資料としてまとめてくださっていま

すので、メールをどこまで見ていただいているかよく分かりません

が、もっと見ていただいて、鳥栖市はここまで色々な取組みをして

いるということを知っていただくことも、とても大切なのかなと感

じました。 

佐々木教育長 

最後に、一言だけいいでしょうか。学校の質を上げる、教師の指

導力を上げるということが、やはり一番の方法だと思います。先ほ

どの不登校の問題にしても、いかに先生たちが子どもの様子や状況

を見取れるかということがすごく大事だと思います。それを見るこ

とができる先生は、ちょっと落ち込み気味かなと思ったら、そこで

支えることができたり励ますことができるわけで、そういう先生の

力量をしっかり付けていきたいと思っています。そのような中で、

子どもたちが学校で学んでよかったとか、学校が楽しいとかという

ような学校づくりができればいいと思っています。子どもにとって、

一番の教育環境というのは教師だと思っています。私は、この立場

にさせていただいていますので、教師の指導力を、ぜひ今後も高め

ていきたいと思っています。市長のお考えをお聞きしながら、子ど

もたちのために、子どもたちが鳥栖市を大好きと言ってくれるよう

な教育を進めていきたいと思っています。 

佐藤教育総務課長 
長時間のご議論ありがとうございました。これで第１８回鳥栖市

総合教育会議を終わらせていただきます。 

 


